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は
じ
め
に

折
口
信
夫
の
読
者
/
折
口
学
の
研
究
に
携
わ
る
も

の
に
と
っ
て
北
野
博
美
の
名
を
直
接
日
に
す
る
の
は

『
古
代
研
究
』
の
「
追
ひ
書
き
」
な
ら
び
に
全
集
各

巻
末
の
「
あ
と
が
き
」
の
箇
所
に
お
い
て
で
あ
る
。

北
野
は
寸
翁
の
発
生
」
以
下
(
後
の
ち
折
口
学
を
語

る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
)

数
々
の
重
要
な
初
期
論
考
の
口
述
筆
記
を
務
め
、
自

ら
が
編
集
に
携
わ
っ
た
雑
誌
(
主
に
『
民
俗
芸
術
』

誌
上
)
に
掲
載
し
た
云
わ
ば
折
口
信
夫
を
背
後
か

内
海

裏
方
の
ひ
と
北
野
博
美
伝
①

ら
支
え
た
裏
方
の
ひ
と
、
影
の
功
労
者
な
の
で
あ
る
。
豊
の
世
話
で
福
井
新
聞
社
会
部
記
者
と
な
る
の
ち
上

生
涯
に
わ
た
り
論
稿
・
原
稿
執
筆
に
際
し
て
口
述
筆
京
を
志
し
て
旅
役
者
の
群
に
投
じ
て
、
ど
さ
回
り
。

記
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
り
続
け
た
折
口
に
と
っ
て
大
正
五
年
春
甲
府
で
興
業
中
、
糸
繭
商
・
広
瀬
慶
次

秀
れ
た
筆
記
者
・
速
記
者
・
編
集
者
の
存
在
は
必
要
郎
の
娘
千
加
と
出
会
い
結
婚
、
雑
司
ケ
谷
近
辺
に
居

不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。
後
年
、
折
口
は
池
田
弥
を
構
え
る
。
近
隣
に
住
む
秋
田
雨
雀
、
田
中
王
堂
、

三
郎
の
よ
う
な
優
れ
た
筆
記
者
や
石
井
順
三
の
よ
う
菅
原
教
造
な
ど
作
家
・
学
者
な
ど
の
知
己
を
得
て
大

な
秀
で
た
編
集
者
に
恵
ま
れ
た
が
、
殊
折
口
学
形
成
正
七
年
よ
り
中
村
古
峡
主
宰
「
変
態
心
理
」
(
大

期
に
至
っ
て
は
周
辺
に
そ
う
し
た
能
力
を
兼
ね
備
え

6
-
m
1日
-m)
編
集
に
携
わ
る
。

(
i
大
9
・

た
人
物
と
い
う
の
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
日
)
大
正
八
年
十
月
「
性
之
研
究
会
」
を
自
ら
主
宰
。

の
一
人
が
他
な
ら
ぬ
北
野
博
美
で
あ
っ
た
。
(
註
「
性
之
研
究
」
創
刊
(
大
8
・ロ

i
叩
・
日
第
三
巻

1
)
ま
も
な
く
刊
行
予
定
の
「
沼
空
・
折
口
信
夫
事
七
号
?
)
好
評
を
博
し
南
方
熊
楠
・
一
二
田
村
鳶
魚
な

典
L

(

註
2
)
よ
り
「
北
野
博
美
し
の
項
を
こ
こ
に
ど
の
寄
稿
も
得
、
「
恋
愛
心
理
」
寸
買
淫
研
究
」
な

引

き

、

紹

介

し

た

い

と

思

う

。

ど

の

兄

弟

誌

を

刊

行

す

る

も

当

局

よ

り

「

風

俗

壊

乱

罪
」
に
問
わ
れ
る
こ
と
数
回
、
終
刊
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
大
正
十
一
年
九
月
国
学
院
大
学
で
開
議
さ
れ

た
折
口
信
夫
「
万
葉
集
三
十
三
回
講
座
」
に
出
席
以

後
折
口
学
に
傾
倒
す
。
昭
和
二
年
寸
民
俗
芸
術
の

会
」
設
立
に
伴
い
入
会
、
同
年
十
一
月
第
三
回
談
話

会
で
の
折
口
の
四
時
間
に
わ
た
る
発
表
「
翁
の
成

立
」
の
口
述
筆
記
を
担
当
、
翌
三
年
一
月
「
民
俗
芸

術
」
創
刊
号
に
「
翁
の
発
生
」
と
し
て
掲
載
。
『
古

代
研
究
』
の
論
稿
の
う
ち
六
編
は
北
野
の
手
に
な
る
。

筆
跡
が
彼
の
人
と
酷
似
し
作
文
・
編
集
能
力
に
長
け

北
野
博
美
(
き
た
の
・
ひ
ろ
み
/
明
出
・

1
・
m
l
昭

円

uqυ

》
〉

7

J

千木，っ
u

，e

札

F

t

¥

雑
誌
「
民
俗
芸
術
」
(
昭
3
・
1
1
7
・
9
)

「日

本
民
俗
」
(
昭
叩
・

8
1
日
・

8
)
編
集
者
。
日
本

民
俗
協
会
常
任
幹
事
。
福
井
県
福
井
市
乾
上
町
に
生

れ
る
。
父
は
福
井
藩
士
北
野
文
蔵
、
母
は
維
新
の
志

士
・
儒
学
者
「
福
井
学
聞
の
権
輿
」
吉
田
東
筆
の
女

小
あ
き
。
本
名
文
次
郎
。
父
親
の
事
業
の
失
敗
で
福

井
商
業
学
校
を
中
退
。
明
治
四
十
二
年
、
従
兄
滝
沢
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て
い
た
た
め
本
人
も
知
ら
ぬ
う
ち
に
講
義
や
講
演
を
身
の
埋
も
れ
た
学
匠
を
発
掘
し
顕
彰
す
る
こ
と
は
極

折
口
名
義
で
発
表
し
た
も
の
も
多
い
。
小
寺
融
士
口
と
め
て
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
北
野

と
も
に
「
民
俗
芸
術
し
を
運
営
し
た
が
経
営
困
難
と
博
美
に
つ
い
て
知
る
人
は
決
し
て
多
く
な
い
。
ま
と

な
り
終
刊
。
個
人
雑
誌
「
年
中
行
事
」
刊
行
(
昭
ま
っ
た
伝
記
ら
し
い
も
の
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
折
口

8
・
5
1
m
-
4

昭
必
臨
川
書
房
よ
り
復
刊
)
、
信
夫
の
高
弟
で
国
学
院
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
高
崎

折
口
学
の
弘
通
に
努
め
た
。
昭
和
十
年
八
月
、
日
本
正
秀
h

明
治
担
年
刊
月
四
日
|
昭
和
町
年

3
月
2

民
俗
協
会
発
足
、
「
日
本
民
俗
」
編
集
な
ら
び
に
日
日
)
が
昭
和
制
年
「
日
本
民
俗
学
大
系
7
」
の
巻
末

本
青
年
館
「
郷
土
芸
能
と
民
謡
の
会
」
の
企
画
者
・
付
録
「
民
俗
学
に
寄
与
し
た
人
々
L

に
執
筆
し
た

推
進
役
と
し
て
活
躍
。
日
本
民
俗
協
会
解
散
の
の
ち
「
北
野
博
美
年
譜
そ
の
他
」
(
以
下
「
高
崎
年
譜
」

昭
和
十
四
年
皇
民
協
同
党
(
の
ち
の
皇
民
笑
践
協
議
と
略
称
)
が
唯
一
あ
る
の
み
で
あ
る
。
が
こ
れ
と

会
)
中
央
委
員
と
な
る
。
「
興
民
新
聞
」
編
集
に
就
て
も
不
明
な
点
が
多
く
私
は
「
、
選
空
・
折
口
信
夫
事

き
昭
和
十
六
年
「
民
俗
芸
術
の
会
」
再
開
を
試
み
る
。
典
L

「
北
野
博
美
」
の
項
の
執
筆
に
伴
い
、
こ
の

以
後
時
局
切
迫
の
中
で
も
独
自
に
談
話
会
な
ど
を
関
「
高
崎
年
譜
」
を
ベ

l
ス
に
し
た
数
々
の
検
証
作
業

催
。
昭
和
二
十
年
病
(
結
核
)
を
得
て
没
年
ま
で
長
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
は
め
に
陥
っ
た
。
ま
さ
に
「
陥

期
療
養
生
活
。
清
瀬
市
信
愛
病
院
に
て
死
去
。
駒
込
っ
た
L

の
で
あ
っ
て
、
未
だ
に
そ
こ
か
ら
抜
け
出
ら

西
ケ
原
の
曹
洞
宗
回
目
林
寺
の
珊
瑚
樹
の
根
元
に
福
田
れ
な
い
で
い
る
。
そ
れ
は
と
て
も
筆
者
一
人
の
手
に

政
雄
ら
の
世
話
で
埋
葬
さ
れ
る
。
北
野
没
後
、
折
口
負
え
る
よ
う
な
簡
単
な
為
事
で
は
な
か
っ
た
。
以
下

は
追
悼
記
念
講
演
会
や
「
北
野
祭
し
な
ど
を
催
し
て
の
文
章
は
、
北
野
博
美
の
生
い
立
ち
か
ら
青
春
時
代

故
人
を
偲
ん
だ
。
(
内
海
宏
隆
)
に
か
け
て
(
主
に
郷
里
・
福
井
で
の
出
来
事
に
つ
い

て
)
私
が
行
っ
た
検
証
作
業
(
と
も
呼
べ
ぬ
よ
う
な

拙
い
為
事
)
の
一
端
で
あ
る
。
漸
悦
の
念
に
か
ら
れ

つ
つ
も
蕊
に
掲
載
し
て
い
た
だ
く
の
は
他
な
ら
ぬ
北

野
の
郷
里
で
あ
る
福
井
の
先
学
諸
氏
に
拙
稿
を
ご
高

折
口
学
の
弘
通
は
も
と
よ
り
日
本
民
俗
学
の
勃
興

期
か
ら
興
隆
期
に
か
け
て
北
野
の
果
た
し
た
役
割
は

決
し
て
小
さ
な
も
の
と
は
云
い
難
く
、
こ
の
福
井
出

覧
賜
り
、
ご
教
示
ご
鞭
健
を
仰
ぎ
た
い
が
故
の
こ
と

で
ふ
め
る
。

2

検
証
作
業
①
謎
多
き
ル

l
ツ

「
古
岡
崎
年
譜
」
に
よ
れ
ば
〈
北
野
博
美
〉
は
寸
明

治
二
六
年
一
月
二
八
日
、
福
井
県
乾
上
町
(
い
ぬ
い

か
み
ち
ょ
う
・
現
在
の
乾
徳
町
)
に
、
福
井
藩
士
文

蔵
の
長
男
と
し
て
生
ま
し
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
幕
末
福
井
藩
に
〈
北
野
文
蔵
〉
な
る
藩
士
が

存
在
し
た
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
福
井
藩
史
事
典
』
(
註
3
)

「
2

身
分
・
格

式
」
の
項
を
綴
く
と
「
日
江
戸
・
在
町
・
大
阪
・

京
都
・
他
所
出
入
用
達
人
名

O
在
町
し
の
欄
に

「
三
人
扶
持
北
野
橘
右
衛
門
L

な
る
人
物
の
名
を

み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
は
藩
に
出

入
り
し
て
い
た
「
出
入
用
達
人
」

H
〈
商
人
〉
で
あ

っ
て
「
藩
士
」
の
身
分
に
あ
っ
た
も
の
と
は
認
め
が

た
い
。
無
論
、
こ
の
人
物
が
の
ち
に
藩
士
と
し
て
取

り
立
て
ら
れ
た
/
北
野
文
蔵
の
縁
者
で
あ
る
と
い
う

可
能
性
が
全
く
な
い
と
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
明
確
で
は
な
い
。
次
に
『
福
井
市
史

資
料
編
4

近
世
』
の
「
藩
士
給
帳
L

を
あ
た
っ
た

が
〈
北
野
〉
姓
を
も
つ
も
の
は
結
局
発
見
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
「
藩
士
給
帳
」
に
名
前
も
記
載
さ
れ
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な
い
「
卒
」
と
呼
ば
れ
る
下
級
藩
士
が
福
井
藩
に
は
式
の
離
れ
た
り
違
っ
た
家
同
士
が
縁
組
す
る
と
は
思

二
0
0
0
人
ほ
ど
い
た
そ
う
だ
か
ら
、
〈
北
野
文
え
な
い
の
で
〈
北
野
文
蔵
〉
も
「
卒
」
「
軽
輩
」

蔵
〉
も
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
寸
『
鉱
差
』
と
呼
ば
れ
た
下
級
藩
士
の
出
身
」
で
あ

「
高
崎
年
譜
」
に
よ
れ
ば
「
母
方
の
祖
父
に
:
・
吉
田
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
の
ち
に
福
井
県
庁
県
史
編

東
草
を
持
っ
し
と
い
う
こ
と
な
の
で
「
吉
岡
東
草
」
纂
室
の
ほ
う
に
問
い
合
わ
せ
た
が
結
局
の
と
こ
ろ
幕

の
身
分
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
み
た
。
『
郷
土
歴
史
末
福
井
藩
に
〈
北
野
文
蔵
〉
な
る
藩
士
が
存
在
し
た

人
物
事
典
福
井
』
(
註

4
)
に
よ
れ
ば
東
董
の
の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
っ
た
。
〈
博
美
〉
に
と
っ
て

「
父
親
(
筆
者
注
・
の
名
)
は
金
八
で
藩
の
軽
輩
で
あ
従
兄
に
あ
た
る
滝
沢
豊
の
父
忠
七
は
東
筆
の
四
女
小

っ
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
『
福
井
県
事
典
』
う
め
を
要
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
滝
沢
家
も

(
福
井
新
聞
社
)
に
は
東
筆
は
「
『
鉱
差
』
と
呼
ば
ま
た
貧
し
い
下
級
藩
士
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

れ
た
下
級
藩
士
の
出
身
」
と
記
し
て
あ
る
。
「
鉱
か
っ
て
い
る
(
忠
七
は
生
来
の
怠
け
者
で
禄
に
働
こ

差
」
の
由
来
は
「
腰
に
ナ
タ
を
き
し
て
藩
の
竹
ヤ
ブ
う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
妻
の
小
う
め
が
仕
立
て
物

を
見
ま
わ
っ
て
歩
く
」
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
た
こ
を
請
け
負
っ
た
り
・
英
語
の
初
歩
を
近
隣
の
子
供
に

と
に
あ
る
。
(
註
5
)
金
が
な
く
て
一
人
前
に
武
士
手
ほ
ど
き
し
た
り
し
て
子
供
た
ち
の
養
育
費
を
稼
い

の
魂
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
刀
す
ら
帯
ぴ
ら
れ
な
か
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
註
6
)
滝
沢
豊
と
〈
北

っ
た
と
い
う
隠
喰
的
な
要
素
も
あ
ろ
う
か
。
多
数
の
野
博
美
〉
と
は
従
兄
弟
づ
き
あ
い
を
し
て
い
た
く
ら

者
を
罷
免
し
た
り
、
予
算
な
ど
を
大
幅
に
削
っ
た
り
い
だ
っ
た
か
ら
、
滝
沢
・
北
野
両
家
の
境
遇
も
似
た

す
る
場
合
に
用
い
る
慣
用
句
に
「
銘
を
振
る
う
し
と
り
寄
っ
た
り
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

い
う
の
が
あ
る
。
彼
ら
「
銘
差
」
と
呼
ば
れ
た
下
級
か
。

武
士
は
急
場
の
際
「
鈴
を
振
る
う
」
側
で
は
な
く

「
振
る
わ
れ
る
L

側
、
現
在
で
き
口
、
え
ば
リ
ス
ト
ラ
で

整
理
さ
れ
る
余
剰
人
員
の
対
象
に
あ
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
幕
末
と
は
言
え
、
ま
る
き
り
身
分
や
格
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内
海

裏
方
の
ひ
と
|
北
野
博
美
伝
①

次
に
「
高
崎
年
譜
」
の
「
母
方
の
祖
父
に
維
新
の

志
士
、
贈
従
四
位
吉
田
東
重
を
持
つ
」
と
い
う
記
述

に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告
し
た
い
。
吉
田
東
筆

に
つ
い
て
は
一
般
的
な
百
科
事
典
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は

知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
述
し
た
『
郷
土
歴
史
人

物
事
典
』
や
『
福
井
県
大
百
科
事
典
』
な
ど
ロ
ー
カ

ル
色
の
強
い
「
事
典
」
に
詳
し
い
の
で
そ
れ
ら
を
そ

の
ま
ま
転
載
す
る
。

吉
田
東
重
一
八

O
八
1
一
八
七
五
。
福
井
藩
儒
。

て
い
ぞ
う

名
は
篤
。
字
は
土
行
。
幼
名
は
金
一
、
通
称
は
悌
蔵
。

東
草
・
蒙
斎
・
紅
湖
散
人
な
ど
と
号
し
た
。
父
親
は

金
八
で
藩
の
軽
輩
で
あ
っ
た
。
文
政
二
年
(
一
八
一

九
)
藩
の
学
問
所
正
義
堂
が
「
桜
の
馬
場
L

(

現
福

井
市
立
旭
小
学
校
付
近
)
に
開
設
さ
れ
た
の
で
入
学

し
、
藩
儒
の
前
回
雲
洞
、
さ
ら
に
清
田
丹
蔵
(
松

堂
)
の
も
と
で
勉
学
に
励
む
。
つ
い
で
京
都
の
鈴
木

遺
音
に
私
淑
し
て
、
山
崎
閤
斎
の
崎
門
学
派
に
徹
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
の
ペ

リ
l
来
航
に
よ
り
、
か
ね
て
学
聞
は
単
に
理
論
で
は

な
く
あ
く
ま
で
実
践
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
彼
は
、

ち
か
ら

藩
の
重
臣
本
多
修
理
や
鈴
木
主
税
と
と
も
に
江
戸
に

出
て
、
大
い
に
国
事
に
画
策
し
た
。
こ
の
際
、
水
戸

藩
の
藤
田
東
湖
に
も
会
い
議
論
を
交
わ
す
う
ち
に
、

肝
胆
あ
い
照
ら
す
仲
と
な
っ
た
。
し
か
し
彼
の
母
が

乳
が
ん
で
橋
本
左
内
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
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た
の
で
、
翌
安
政
一
万
年
二
八
五
四
)
帰
藩
し
た
。
っ
た
。
安
政
二
年
藩
校
明
道
館
が
創
立
さ
れ
て
助
教
『
福
井
県
大
百
科
辞
典
』

翌
二
年
、
藩
校
明
道
館
が
関
か
れ
る
と
助
教
に
任
ぜ
と
な
っ
た
が
、
横
井
小
楠
が
蒋
せ
ら
れ
て
賓
師
と
な
こ
れ
ら
の
記
述
の
中
心
は
ど
れ
も
吉
田
東
筆
の
社

ら
れ
、
教
学
の
振
興
に
尽
力
し
た
。
同
四
年
二
月
、
る
に
及
び
、
こ
れ
と
論
合
わ
ず
職
を
去
り
、
私
塾
を
会
的
な
部
分
で
の
評
価
に
あ
る
。
「
鈴
木
主
税
、
橋

彼
は
い
っ
た
ん
辞
職
し
た
が
、
同
六
年
か
ら
は
再
び
聞
い
た
。
そ
の
薫
陶
を
受
け
た
も
の
に
鈴
木
主
税
・
本
左
内
、
由
利
公
正
ら
の
改
革
派
の
中
心
人
物
を
輩

明
道
館
教
授
兼
侍
講
と
し
て
、
明
治
元
年
(
一
入
六
橋
本
左
内
・
由
利
公
正
・
矢
島
立
軒
・
本
田
修
理
ら
出
」
し
「
福
井
学
聞
の
権
輿
」
と
藩
主
自
ら
よ
り
呼

八
)
ま
で
藩
士
の
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。
一
方
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
ま
た
助
教
兼
侍
読
に
任
ぜ
ら
れ
、
ば
れ
た
あ
た
り
に
彼
の
人
生
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が

そ
の
問
、
藩
政
や
中
央
政
局
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
子
弟
の
育
英
に
精
励
し
た
。
明
治
初
年
辞
職
、
自
適
あ
る
。
「
高
崎
年
譜
」
に
よ
れ
ば
〈
北
野
〉
は
こ
の

も
、
し
ば
し
ば
意
見
具
申
す
る
な
ど
、
政
治
的
問
題
の
生
活
に
入
っ
た
。
年
六
八
で
没
。
「
祖
父
L

「
を
持
つ
こ
と
を
誇
り
と
し
て
終
生
行
動

の
強
さ
を
示
し
た
。
と
こ
ろ
で
彼
は
正
義
堂
で
学
ん
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
(
註

7
)

し
た
」
そ
う
だ
。
〈
北
野
〉
が
後
に
折
口
信
夫
と
の

だ
後
、
「
桜
の
馬
場
」
の
自
宅
で
私
塾
を
開
い
た
が
、
吉
田
東
室

1
8
0
8
1
1
8
7
5
(
文
化
5
i
明
出
会
い
に
よ
っ
て
当
時
の
新
興
学
問
で
あ
っ
た
民
俗

門
人
の
う
ち
か
ら
は
、
鈴
木
主
税
・
橋
本
左
内
・
由
、
治
8
)
福
井
藩
儒
学
者
。
福
井
城
下
に
生
ま
れ
る
。
学
に
強
く
ひ
か
れ
て
ゆ
き
、
「
折
口
学
の
弘
通
」
に

利
公
正
ら
の
改
革
派
の
中
心
人
物
を
輩
出
さ
せ
て
お
名
は
篤
、
通
称
は
金
一
・
悌
蔵
、
東
室
の
ほ
か
蒙
努
め
た
と
い
う
の
も
「
福
井
学
聞
の
権
輿
」
と
呼
ば

け

ん

な

た

ぎ

し

り
、
福
井
藩
主
松
平
慶
永
か
ら
も
「
福
井
学
聞
の
権
斉
・
紅
湖
山
人
な
ど
と
号
し
た
。
「
銃
差
」
と
呼
ば
れ
た
「
祖
父
」
吉
田
東
室
の
影
響
に
よ
る
も
の
が
大

輿
(
創
始
者
)
」
と
評
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
れ
た
下
級
藩
士
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
幼
年
期
よ
り
き
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
残
念
な
が

(

以

下

略

)

学

問

に

志

し

、

は

じ

め

清

田

丹

蔵

、

の

ち

京

都

の

鈴

ら

こ

れ

ら

の

伝

記

か

ら

は

東

筆

の

(

た

と

え

ば

結

婚

木
撫
泉
に
学
ん
で
崎
門
派
の
儒
学
を
修
め
、
藤
田
東
や
子
女
誕
生
と
い
っ
た
)
プ
ラ
イ
ヴ
ェ

l
ト
な
部
分

湖
・
藤
森
弘
庵
・
梅
田
雲
浜
等
と
交
流
し
た
。
福
井
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
「
東
室
は
妻

O
Oと
何
年
に

ち
か
ら

に
私
塾
を
開
き
、
そ
の
門
下
か
ら
鈴
木
主
税
・
橋
本
結
婚
し
、
そ
の
聞
に

O
人
の
子
を
も
う
け
た
。
長
女

左
内
・
矢
島
立
軒
等
の
人
材
を
輩
出
す
る
な
ど
、
一

O
O〈
生
没
年
〉
、
長
男

O
O〈
生
没
年
〉
:
・
が
い

ぴ

藩
を
風
廃
す
る
勢
が
あ
っ
た
。
藩
校
明
道
館
の
教
官
る
。

L

「
東
筆
の

O
女

O
Oは
福
井
藩
士
北
野
文
蔵

に
登
用
さ
れ
た
が
、
横
井
小
楠
と
論
合
わ
ず
、
一
時
に
嫁
い
だ
」
な
ど
と
い
う
我
々
の
最
も
期
待
す
る
記

職
を
去
っ
た
。
の
ち
明
道
館
助
教
兼
侍
読
に
進
み
、
述
は
一
切
見
ら
れ
な
い
の
だ
。
前
出
・
「
ふ
く
い
百

多
く
の
藩
士
を
薫
陶
し
た
。
〈
伴
五
十
嗣
郎
〉
年
の
人
人
し
に
し
て
よ
う
や
く
寸
彼
の
妻
は
十
人
の

22 

『
郷
土
歴
史
人
物
事
典
〈
福
井
〉
』

吉
田
東
筆
文
化
五
年
二
八

O
八
)
八
月
一
日
|

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
五
月
二
日
(
中
略
)
福

井
落
の
下
級
武
士
の
「
銘
差
し
」
と
俗
称
さ
れ
た
身

分
に
生
れ
、
初
め
崎
門
学
派
の
清
田
丹
蔵
に
学
ぴ
、

ま
た
京
都
に
出
て
鈴
木
撫
泉
に
就
学
し
た
。
嘉
永
六

年
時
勢
に
感
じ
て
江
戸
・
京
都
に
遊
び
、
藤
田
東

湖
・
藤
森
弘
庵
・
梅
田
雲
浜
・
梁
川
星
巌
ら
と
交
わ
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子
(
二
男
、
八
女
)
を
生
ん
だ
が
男
の
子
は
い
ず
れ

も
小
さ
い
と
き
死
ん
だ
の
で
、
お
い
の
謹
夫
を
あ
と

つ
ぎ
と
し
、
自
分
は
山
守
(
や
ま
が
み
)
東
筆
と
名

乗
っ
て
、
ゅ
う
ゅ
う
自
適
し
た
し
と
い
う
記
述
を
み

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
だ
。
し
か
し
「
彼
の

妻
」
寸
十
人
の
子
L

の
名
前
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
北
野
家
が
吉
田
家
と
親
戚
関
係
に
あ
り
、
そ

こ
に
は
文
次
郎
と
呼
ば
れ
る
人
物
が
い
た
と
い
う
事

実
を
な
ん
と
し
て
で
も
つ
か
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
「
高
崎
年
譜
」
の
別
の
箇
所
「
従
兄
滝
沢
豊
」

な
る
人
物
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
み
る
こ
と
に

し
た
。
〈
滝
沢
豊
〉
と
〈
北
野
博
美
〉
と
が
従
兄
弟

関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
ひ
ょ
っ
と
し
て
現
在
も
滝
沢

家
と
北
野
家
は
関
係
が
続
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
た
の
だ
。
こ
れ
は
偶
然
の
こ
と
だ
が
〈
北

野
〉
の
出
身
校
と
お
ぼ
さ
れ
る
福
井
商
業
学
校
(
現

在
の
県
立
福
井
商
業
高
等
学
校
)
に
確
認
を
と
っ
て

い
る
際
に
、
同
校
の
校
史
編
纂
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

る
松
田
平
男
先
生
よ
り
滝
沢
豊
さ
ん
の
ご
子
孫
が
現

在
で
は
福
井
市
内
で
文
房
具
商
を
営
ん
で
お
ら
れ
る

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
問
い
合
わ
せ
て
み
た
の
で

あ
る
。
窓
口
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
滝
沢
豊
の

長
女
隆
子
の
養
子
穆
(
あ
つ
し
)
さ
ん
に
嫁
が
れ
て

内
海

裏
方
の
ひ
と
|
北
野
博
美
伝
①

い
る
さ
だ
子
さ
ん
(
昭
和
四
年
六
月
八
日
生
ま
れ
)
め
)
を
産
ん
だ
。
長
男
元
は
四
人
の
娘
を
設
け
た
。

で
あ
る
。
(
穆
さ
ん
は
平
成
元
年
に
他
界
さ
れ
て
い
長
女
翠
・
次
女
節
は
早
世
し
、
三
女
薫
は
大
阪
の
回

る
o

)

測
家
に
嫁
い
だ
た
め
、
吉
田
家
の
こ
と
は
四
女
で
あ

結
論
か
ら
先
に
申
し
上
げ
れ
ば
私
の
あ
た
っ
た
範
る
賓
さ
ん
に
任
せ
ら
れ
た
そ
う
な
の
で
あ
る
。
(
賓

囲
で
は
き
だ
子
さ
ん
は
じ
め
滝
沢
一
族
な
ら
び
に
吉
さ
ん
も
加
藤
家
に
嫁
い
だ
の
で
現
在
東
筆
の
子
孫
で

回
東
筆
の
ご
子
孫
の
み
な
さ
ん
で
〈
北
野
家
〉
の
存
吉
田
姓
を
名
乗
る
も
の
は
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
わ

在
を
ご
存
じ
の
方
は
最
初
誰
一
人
と
し
て
お
ら
れ
な
け
で
あ
る
。
田
淵
薫
さ
ん
は
何
も
覚
え
て
い
な
い
し
、

か
っ
た
。
但
し
〈
文
次
郎
〉
と
い
う
名
前
を
耳
に
し
家
の
こ
と
は
妹
の
賓
さ
ん
に
す
べ
て
任
せ
て
あ
る
と

た
こ
と
の
あ
る
人
は
何
人
か
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
)
三
女
に
つ
い
て
は
そ
の
娘

現
時
点
で
〈
北
野
博
美
〉
を
吉
田
東
重
一
族
・
の
累
小
熊
が
斎
藤
家
に
嫁
い
だ
と
い
う
こ
と
し
か
分
か
ら

と
し
て
認
め
る
(
に
組
み
入
れ
て
し
ま
う
)
こ
と
に
ず
、
四
女
小
う
め
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
と
お
り
で

若
干
の
た
め
ら
い
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
応
あ
る
。
六
女
小
竹
は
次
女
ゆ
り
と
た
い
へ
ん
仲
が
よ

現
在
ま
で
の
調
査
の
過
程
を
説
明
し
て
お
き
た
い
と
く
嫁
入
り
前
に
ゆ
り
の
家
で
一
年
ほ
ど
生
活
し
た
こ

思

う

。

と

も

あ

っ

た

と

い

う

し

、

の

ち

に

増

村

家

に

嫁

ぎ

台

滝
沢
き
だ
子
さ
ん
よ
り
話
を
伺
い
、
更
に
ご
親
戚
湾
に
わ
た
っ
た
そ
う
だ
が
、
帰
国
の
折
は
必
ず
二
姉

の
方
お
二
人
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
吉
田
東
筆
の
次
ゆ
り
を
訪
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

女
の
流
れ
を
組
む
田
淵
薫
さ
ん
(
大
正
一
万
年
目
月
生
し
か
し
、
林
長
橋
撰
寸
東
草
山
守
君
碑
」
に
は
左

ま
れ
)
と
加
藤
賓
さ
ん
(
大
正

4
年
2
月
幻
日
生
ま
記
の
記
載
が
あ
る
。

れ
)
の
お
二
人
で
あ
る
。
加
藤
賓
さ
ん
の
お
話
し
だ

と
束
室
に
は
六
人
の
娘
が
い
た
そ
う
で
あ
る
。
長
女

(
名
前
不
明
)
は
岡
田
家
(
医
者
)
へ
嫁
い
だ
の
で

次
女
の
ゆ
り
が
吉
田
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
次

女
ゆ
り
は
養
子
秋
水
と
縁
組
し
、
長
男
元
(
は
じ

取
京
高
橋
氏
。
生
二
男
八
女
。
二
男
奥
第
二
女
第
五

女
皆
天
。
乃
乞
養
岡
田
信
次
子
謹
夫
為
嗣
。
配
第
三

女
失
。
第
一
女
。
第
四
女
。
適
士
族
岡
田
某
。
末
松

某
。
第
六
女
以
下
未
嫁
。
(
『
東
室
遺
稿
』
山
口
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透
・
編
輯
発
行

蓋
湾
日
日
新
報
社

大
正
ロ

加
藤
賓
さ
ん
は
「
東
筆
に
は
六
人
の
娘
が
あ
っ

て
」
と
語
ら
れ
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
男
二
人
女

八
人
計
十
人
の
子
が
生
ま
れ
た
け
ど
、
そ
の
う
ち
男

子
二
人
と
女
子
二
人
が
早
世
し
た
た
め
女
児
六
名
が

残
っ
た
と
い
う
の
が
真
相
ら
し
い
。

後
日
、
加
藤
賓
さ
ん
よ
り
「
祖
母
・
ゆ
り
の
伴
侶

の
名
『
秋
水
』
は
雅
号
で
あ
り
、
本
名
は
謹
夫
と
い

っ
た
。
こ
れ
は
岡
田
家
か
ら
来
た
人
で
あ
る
。
し
と

伺
っ
た
。
こ
れ
は
「
東
筆
山
守
君
碑
」
に
あ
る
「
岡

田
信
次
子
謹
夫
L

に
相
当
す
る
。
加
藤
さ
ん
が
東
室

「
二
女
し
と
す
る
ご
先
祖
は
「
東
筆
山
守
君
碑
」
に

よ
る
と
「
第
二
女
第
五
女
皆
天
」
の
た
め
繰
り
上
が

っ
て
の
結
果
で
あ
り
、
実
際
は
「
三
女
」
だ
っ
た
よ

、
7
だ
。同

じ
よ
う
に
滝
沢
さ
だ
子
さ
ん
が
東
軍
「
四
女
し

と
す
る
ご
先
祖
・
小
う
め
は
「
六
女
」
と
な
る
。

お
そ
ら
く
「
末
松
某
」
に
嫁
し
た
「
第
四
女
」
が
、

小
熊
の
母
(
伝
「
三
女
」
)
に
相
当
す
る
人
で
あ
ろ

、つノ。
東
室
の
末
娘
(
第
八
女
)
が
小
竹
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
全
く
情
報
の
な
い
第
七
女
が
北
野
文
蔵
に
嫁

い
だ
こ
と
に
な
る
。
(
「
東
草
山
守
君
碑
」
に
は

「
第
六
女
以
下
未
婚
」
と
あ
り
、
こ
の
碑
が
建
立
さ

れ
た
時
点
で
は
第
六
女
以
下
の
婚
姻
先
は
不
明
。
)

東
筆
か
ら
数
え
て
現
在
の
子
孫
た
ち
は
四
世
・
五

世
に
相
当
す
る
。
が
、
こ
う
し
て
情
報
収
集
し
て
み

る
と
系
譜
の
ほ
ぼ
全
体
像
は
明
ら
か
な
も
の
と
な
る
。

一
方
で
第
七
女
に
つ
い
て
の
み
全
く
情
報
が
な
い
と

い、
7
の
は
い
か
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
全
く
子
孫

た
ち
の
記
憶
か
ら
第
七
女
に
関
す
る
情
報
が
欠
落
し

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
は
な
に
や
ら
訳
が
あ

り
そ
う
に
思
え
て
く
る
。

(
こ
の
稿
続
く
)

註-
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
裏
方
の
ひ
と
北
野
博
美

と
折
口
信
夫
|
」
『
芸
術
至
上
主
義
文
芸
』
(
第
幻
号

%
・
ロ
)
を
参
照
さ
れ
た
し
。
な
お
、
本
稿
の
内
容
を

継
ぐ
も
の
と
し
て
「
北
野
博
美
の
大
正
時
代
折
口
信

夫
へ
の
遥
け
き
道
程
」
(
未
発
表
稿
)
「
北
野
博
美
と

折
口
信
夫
|
昭
和
初
期
の
動
向
を
中
心
と
し
て
し
『
攻

玉
社
中
学
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
(
第
3
号

w・
4
)

「
北
野
博
美
の
晩
年
|
折
口
信
夫
と
の
わ
か
れ
L

(

未

発
表
稿
)
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

2

勉
誠
社
よ
り
刊
行
予
定
。
有
山
大
五
・
馬
渡
憲
三

郎
・
石
内
徹
編

3

鈴
木
準
道
著
・
舟
沢
茂
樹
校
訂

H
U

。，u
ヱ小
I
F
h
d

4

印
牧
邦
雄
監
修
第
一
法
規
昭
和

ω

5
青
園
謙
三
郎
「
ふ
く
い
百
年
の
人
人
L

聞
』
昭
和
必
年
日
月
6
日
付

6

滝
沢
き
だ
子
さ
ん
・
談

7
古
川
弘
文
館
昭
和
団

(
、

7
つ
み

歴
史
図
書
社

H召

『
福
井
新

ひ
ろ
た
か
)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




